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第２学年＊組         国 語 科 学 習 指 導 案 

平成＊年＊月＊日（＊）第＊校時      第２学年＊組教室      指導者 ＊＊ ＊＊ 

育成する国語

の能力 

目的や課題に応じて，収集した様々な情報を分析，整理して資料を作成し，自分の

考えを効果的に表現すること 

単元名 評論 言葉と思考 

 

単元目標 

単元目標 

 

 

○自らの思考の道筋を整理し，論を統括する位置などを工夫して書こうとする。 

（関心・意欲・態度） 

○自らの思考の道筋を工夫して書くことができる。         （書く能力） 

○書くことに必要な文章の組み立て，語句の用法について理解することができる。 

（知識・理解）（〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕のイの（イ）） 

 

単元の 

評価規準 

 

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解 

・自らの思考の道筋を整理

し，論を統括する位置な

どを工夫して書こうとす

る。 

・自らの思考の道筋を工夫

して書いている。 

・書くことに必要な文章の

組み立て，語句の用法に

ついて理解している。 

取り上げる 

言語活動 

自らの思考の道筋を工夫してノートにまとめること。 

題材（教材） 「安心について」廣淵升彦（『現代文Ｂ』東京書籍） 

 

 

 

単元（教材） 

について 

 

 

 

 

(1)生徒観：ノート作成に関して，指示通りに書き写す習慣は定着しているが，記述

内容は，板書事項の書写のみであり，学習者独自の気付きの書き込みが

少なく，一方的な知識の伝達にとどまっている。その結果，評論文の単

元においては，自らの思考の道筋を整理し終えないまま，授業を終える

ことが多く，発展的な学びにはつながっていない生徒が多い。 

(2)教材観：問題提起から結論までが明確であり，生徒たちが論理の構成を理解し，

思考の道筋を整理しやすい教材である。 

(3)指導観：授業の目的は，自らの思考の道筋を工夫してノートにまとめることであ

る。前単元の「言葉と世界」（今井むつみ）で，ノート作成の有用性と

活用方法を検証し，同様の学習をしている。その学習内容を継続し，ノ

ート作成に取り組ませる。 

指導計画 

（学習計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な学習活動 主な評価 

【第１次（１時間）】 

○前単元で検証，学習したノート作成の有用

性と活用方法を確認する。 

○本文を通読し，四段構成で書かれているこ

とを捉える。 

 

【第２次（２～５時間）】 

○各段落の本文をプリントとして配付し，「安

心について」の内容を理解する。 

○自らの思考の道筋を整理し，ノートにまと

める。 

 

 

 

 

 

○自分が作成してきたノートを再評

価し，改善点を明らかにしようとし

ている。   （関心・意欲・態度） 

○評論文の構成を理解している 

（知識・理解） 

 

○本文中の言葉を根拠に，自らの思考

の道筋を整理し，論を統括する位置

などを工夫して書いている。 

（関心・意欲・態度） 

○本文の内容を理解し，自らの思考の

道筋を工夫して書いている。 

（書く能力） 

○本文に書かれた内容や語句を根拠
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指導計画 

（学習計画） 

 

 

○グループに分かれ，作成したノートを回覧

し，相互評価を行う。また，記述内容を比

較・検討することで，思考の道筋を分かり

やすくまとめ，内容を利用しやすい形とし

て作成できたかを話し合う。 

○教師が作成した板書事項のプリントを配付

し，学習者自身のノートと比較・修正させ，

自己評価をする。 

【第３次（６時間）】 

○単元を振り返り，自分自身にとっての「安

心」について考えをまとめる。 

 

に文章の組み立てを工夫している。 

（知識・理解） 

○他者の意見を聞き，より論理的な構   

成のあり方を客観的に考察してい

る。    （関心・意欲・態度） 

 

 

 

 

 

 

○自分が作成したノートを見直し，思

考の道筋を捉えている。 

（関心・意欲・態度） 

本  時  案 （第２時） 

 

本時の目標 

 

○漫画『ピーナッツ』の紹介と「安心とは何か」という問題提起について整理し，

ノートにまとめている。                   （書く能力） 

○他者の意見を聞き，より論理的な構成のあり方を客観的に考察している。 

（関心・意欲・態度） 

学習活動 指導上の配慮事項など 評価・方法など 

１ 前時で学習した内容を

確認する。 

○漫画『ピーナッツ』の紹介と「安心

とは何か」という問題提起について

注目させる。 

 

 

 自らの思考の道筋を整理し，ノートにまとめること。  

 

２ 英語で書かれた漫画「ピ

ーナッツ」と本文に書かれ

ている日本語訳について考

える。 

 

 

 

 

３ 「安心とは何か」という

問題提起について考える。 

 

４ 生徒自らの思考の道筋を 

整理し，ノートにまとめる。 

 

 

 

５ ６～７人のグループにな

 

○プリントした第１段落の本文を配付

する。 

○ワークシートを配付し，穴埋め形式

で漫画の内容を理解させる。 

○キーワード，キーセンテンスに線を

引き，自らの思考の道筋を分かりや

すくまとめるように指示する。 

 

○「安心」と「車の後ろ座席で眠るこ

と」の関係性について理解させる。 

 

○キーワード，キーセンテンスを活用

し，ノートの有用性を意識したノー

ト作成ができるように机間指導し，

適宜助言を加える。 

 

○ノートを回覧し，共通点や相違点が

 

 

 

 

 

○本文中の言葉を根拠に，自

らの思考の道筋を整理し，

論を統括する位置などを

工夫して書いている。 

（関心・意欲・態度） 

〈行動の観察〉 

 

○本文の内容を理解し，自ら

の思考の道筋を工夫して

書いている。 （書く能力） 

〈記述点検〉 

 

○記述内容を比較・検討し，
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り，ノートを相互評価し合

う。 

 

 

 

６ グループ内で思考の過程

が分かりやすかったノート

を１冊選出する。 

 

７ 教師が作成した板書事項

のプリントを配付し，学習

者自身のノートと比較修正

させ，自己評価をさせる。 

あれば，その部分について意見を交

換する。加筆修正が必要な生徒は，

その作業を行ってもよいことを指示

する。 

 

○どこに注目し選出したのかをグルー

プごとにまとめさせる。 

 

 

○本文の内容を過不足なく捉えられて

いたかを確認させる。 

より論理的な構成のあり

方を客観的に考察してい

る。 （関心・意欲・態度） 

〈話し合いの観察〉 

〈記述点検〉 

 

 

 

 

○自己評価や相互評価がも

つ機能を認識している。 

（関心・意欲・態度） 

〈行動の観察〉 

〈記述点検〉 

 


